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「宿」 「学」 「遊」オフィス ・ 店舗 ・ 住戸 宿泊施設 ・ 売店 ・ カフェ 託児所 ・ 歴史資料館 公園 ・ 個室 ・ 住戸「働」

風景を切り取る 見上げさせる 路面店 奥性と境界性 街の気配を感じる 地形を活かす 都会の中の自然

奥行き 天気を取り込む 街への眺望 高さの共有 勾配と段差 厚い窓 空間を繋げる

ヴォイド 重ねる 奥に何かありそう 方向性 角度 象徴性

渡る すきま 土 視線が通る 外部と繋がる 生活が滲み出る

景色が移り変わる 大食堂 看板 ・ 提灯通り 花見屋敷夕陽

上本町にかつてあった故郷性

▶ ▶

地方 ・ 郊外 都市

計画敷地 
故郷 

人 フィルター 懐かしさ 

裏側

表側

地元の飲食店自然

学校 ・ 教育施設

マンション

高層ビル

神社仏閣 ・ 公園

宗教施設 住宅地
「渡る」 「登る」 などの行為で接続

物理的には接続せず気配を感じあう

噛み合う

①

②

③
④

⑤

⑥

①物理的断絶 ・ 視覚的繋がり

「表側」 の道路による断絶。 気配は感じるが浸透はあまり

起きない。

②密接に繋がる

お互いが絡み合う。 相互の往来が容易。

混ざる

③少しずつ関係する

場所によって滲みあう。 「表側」 からの浸透も

多少起こる。

④生活に浸透

住居に飲食店の要素 ( 匂い ・ テイクアウトの

ため？の自転車 ・ テラスや道にあふれた椅子

やテーブル ) が浸透。 もはや境界線はあいま

い。

⑤一部延長された部分が他方のレイ

ヤーと混在
全体的には互いに気配を感じるような接続。

一部が延長 ( 通学路 ・ 生徒の声 ) して他方に

まじりあう部分もある。

▶

⑥様々な要素
かかわりは少ないものの、 いろんなレイヤー

が互いに顔を見せ合いながら風景をつくって

いる。

「渡る」 「登る」 などの行為で接続

物理的には接続せず気配を感じあう

全体で風景をつくる ・ 互いを切り取る

都市の故郷

都市部の働く世代は、 職場でのコミュニティに満足し住む街や働く街、 人への関心が薄い。

現代人は土地を単に 「働くために住む場所」、 「働く場所」 として扱うことが増え、 その場

所で生活しているという意識が希薄になっている。

このような、 帰り道に懐かしさや愛着を感じるような故郷性や地域性の喪失は、 今後さらに

場所と建築、 場所と人、 人と人を分離していくのではないか。

01. 故郷性の喪失

「地域性、人のつながり、無目的に居られる場所」が「多様に、多角的に、周囲に広がりまちとつながる」

故郷性 都市性

「帰る場所」 「帰りたい場所」 に人それぞれの記憶や体験、 人間関係や土地とのかかわりな

どが絡み合って生まれる情緒がある。

その情緒に触れたとき、 人はそこが生れた土地でなくても、 初めて訪れた場所でも、 懐か

しさや愛着を感じる。

これを 「故郷性」 と定義し活用することで、 都市の均質化による地域性の喪失やコミュニティ

の断絶、 目的なく居られない公共空間の脱却を目指す。

また、 人の故郷観は十人十色である。 地

方出身者、都会生まれ都会育ちの人など、

様々な人が集まる都市部でできる故郷観

の共有方法や計画敷地である上本町を

フィルターとして各自の故郷を感じられる

住まい方、 働き方を提案する。

02. 故郷観の共有から生れる働き方、 住まい方

上本町が古くから持つ文化的側面や、 上町台地が織りなす風景の移ろいなどは主に寄り道動線の地域

に見られるが、 働く世代と思われる人々はほとんどが人通りの多い 「消費の道」 しか利用しておらず、

土地の地域性に無頓着といえる。

上本町でも、 「裏側」 には故郷性が残るものの、

そこに働く世代や外部の人々の姿は見かけられな

い。 表と裏の境界には高層ビルが立ち並び、 その

関係は断絶しており、 ますます働く世代は職場で

のコミュニティに満足して、 住む街や働く街、 人と

のかかわりは希薄になっている。目的を持った直線的な動線 ： 通勤 ・ 通学など

無目的で乱雑な動線 ： 散歩 ・ 遊び ・ 井戸端会議など

03. 大阪上本町の現状

働くために特化した都市型建築には地域性、 故郷性が欠ける。 生れた土地ではないに

しろ、 土地を知り、 愛着を持って生活することは故郷性の復活には欠かせない。

上本町で現在忘れ去られた故郷性、 かつて存在した故郷性の要素を街のポテンシャル

として再構築し、 表と裏の境界に接続体としての建築を提案する。

04. 分断された街の接続体 05. 故郷の解体と再構築
アンケートからは道 ・ 商店街 ・ 神社仏閣 ・ 駅 ・ 学校 ・ 自然 ・ 絵画 ・ 風景 ・ 匂い ・ 地元の飲食店 ・ 路地 ・ 帰り道 ・

公園など様々な回答が得られた。

得られた回答や、 リサーチからわかった故郷性のある空間をさらに要素ごとに分解して、 上本町なりに再構築していくことにより、 他人と共有可能な新たな故郷性が生まれる。

約 50 人にアンケートを実施し、 故郷性のある空間のイメージを調査

故郷性要素の組み合わせ方
上本町の街並み ( レイヤー ) に倣う 6 パターン

敷地 「働」

「帰る場所」 「帰りたい場所」 に向かう帰り道、 人は故郷性を感じやすい。

各ボリュームをアンケートから得た要素でつくり、 機能を与える。 そこから、 またはそこへの帰

り道に様々な故郷性がにじみ出て、 それらの交差点に故郷性と空間が共有できる共用部を設

けた。

敷地 「宿」

本敷地は 1F はカフェやレストランとして地域に開きつつ、 表裏を結ぶ道として、 上階は外

部から来た人向けに裏への参道的宿泊施設としつつも、 地域住民や働く世代の人々と動

線が交わり、 観光案内や売店での立ち話、 各飲食店の一体となったテラスでつながった

空間で過ごすなど、 コミュニケーションがとれる。

敷地 「学」

託児所、 歴史資料館、 共有キッチン、

食堂、 畑などの各機能を、 故郷性要

素が緩やかにつなぐ

敷地 「遊」 既存駐車場と高層ビルによって断絶された関係をつなぐ立体的な公園。

既存駐車場の車の停め方をデザインしなおし、 車を覆うように公園ができあがる。 その公園には、

近隣の飲食店の料理を個室にテイクアウトできるサービスや、 屋台としてこの公園に出張してくる

ことで表に裏側の要素がにじみ出る。

「働」 「働」 「働」

「働」 「宿」 「働」 「宿」

「宿」 「宿」 「宿」

「学」 「学」 「学」

「遊」 「遊」 「遊」



敷地 「働」 1F 平面図 1:200

N

0 1 5 10m

S-04

オフィス

オフィス

オフィス

オフィス

休憩スペース

住戸

GL+3,000

GL+5,000

GL+5,000

GL+3,000

GL+5,000

GL+3,000

デッキ

デッキ

デッキ

EV

EV

敷地 「働」 　GL+3,000-5,000 平面図 1:200 敷地 「働」　GL+12,000-14,000 平面図 1:200

オフィス

オフィス

オフィス

住戸

店舗



敷地 「働」　GL+12,000-14,000 平面図 1:200

ホール

ホール

客室

客室

客室

デッキ

デッキ

EV

客室

客室

ホール

ホール

EV

EV

デッキ

デッキ

デッキ

客室

ホール

EV

デッキ

デッキ

敷地 「宿」　2F 平面図 1:200 敷地 「宿」　3F 平面図 1:200

敷地 「宿」　4F 平面図 1:200

売店

売店
スタッフルーム

スタッフルーム

レストラン

カフェ

ロビー

ロビー

EV

EV

GL+1,500

デッキ

テラス

テラス

テラス

0 1 5 10m

敷地 「宿」　1F 平面図 1:200

0 1 5 10m



敷地 「学」　断面図 1:100

敷地 「学」　1F 平面図 0 1 5 10m

テラス

テラス

共有キッチン

食堂

敷地｢遊」　断面図

駐車場

公園



敷地｢遊」　断面図

個室

個室

店舗

店舗

住戸

店舗

GL+5,000

GL+3,000

GL+3,000

GL+5,000

個室

個室

店舗

住戸

住戸

住戸

敷地 「遊」　1F 平面図 
敷地 「遊」　2F 平面図 

敷地 「遊」　3F 平面図 敷地 「遊」　4F 平面図 

0 1 5 10m

敷地 「働」 「宿」 模型写真


